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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。この
コーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。 アイ

ラブ

Vol.7
Ｉ

中央公民館で１セット1,000円でお求めいただけます

　

２
月
５
日
、
雪
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
札
を
取
り

合
う
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
鈴
木
政
明
会
長
）

主
催
の
「
な
か
や
ま
雪
中
カ
ル
タ
大
会
」
が
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
30
回
目
の
開
催
と
な
る
こ
の
大
会
は
、

町
内
に
あ
る
史
跡
や
文
化
財
、
伝
統
行
事
に
ち
な

ん
だ
カ
ル
タ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ

と
中
山
町
を
よ
く
理
解
し
、
愛
す
る
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
小
学
生
と
保
護
者
合
わ
せ
て
約
６
４
０
名
が
参

加
し
、
分
団
対
抗
で
と
っ
た
札
の
数
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ル
タ
は
、
昭
和
59
年
度
に
読
み
札
を
、

60
年
度
に
取
り
札
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
公
募
し
て

作
ら
れ
た
も
の
で
、
す
べ
て
が
町
民
の
皆
さ
ん
の

手
に
よ
る
も
の
で
す
。
昭
和
63
年
の
第
１
回
大
会

か
ら
30
年
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
色
あ
せ
ず
、
今

で
も
中
山
の
子
ど
も
た
ち
の
冬
の
風
物
詩
で
す
。

子どもたちを見守り
今年で30年

なかやまカルタ

【大会結果】

Ａブロック
１　位 岡分団
２　位 １分団（達磨寺、向新田）、柳沢分団
敢闘賞 小塩分団　あおば分団

Ｂブロック
１　位 金沢分団
２　位 桜町・いずみ分団
３　位 ２分団（新田町、新町、上町、元町）
敢闘賞 ５・６分団（三軒屋、落合、文新田）

Ｃブロック
１　位 ３分団（旭町、川端、下川、柳町、中町、中原、広瀬）
２　位 土橋分団
３　位 梅ヶ枝町分団
敢闘賞 ４分団（北小路、西小路、西町、南小路）

☆次のようなオリジナルカルタで、地元への
　理解を深めました。第30回特別レース　優勝　金沢分団

（各ブロックの優勝チームでレースを行いました）
に 日本一　米の出来高　おらが町

も 最上川　楽しいハヤ祭りと鮎まつり

の のびよう　のばそう　心と体

　

今
年
の
大
会
で
も
、
札
が
読
み

上
げ
ら
れ
る
と
、
目
的
の
絵
札
を

目
指
し
て
元
気
に
走
り
出
す
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。「
雪
の
上
は
転

ん
で
も
痛
く
な
い
か
ら
平
気
。
思

い
っ
き
り
走
れ
る
か
ら
楽
し
い
」

と
子
ど
も
た
ち
は
雪
の
上
を
元
気

に
駆
け
回
り
、
会
場
に
は
に
ぎ
や

か
な
歓
声
と
保
護
者
の
声
援
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
中
山
を
愛
す
る

気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
の
思

い
を
込
め
た
な
か
や
ま
カ
ル
タ
。

今
年
も
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

特集：中山町の子育て支援　P2~7
お知らせ版　　　　　　　　P12~19

今月の主な内容

2017
平
成
29
年

№749
2

　１月20日、中山中学校で「中学生と乳幼児のふれあい学習」が
行われ、３年生の生徒が手作りのおもちゃなどで赤ちゃんとふれ
あいました。
　これは家庭科学習の一環として行われたもので、赤ちゃんを抱っ
こした末野直樹さん（いずみ）と丹野敦行さん（下川）は、「あ
やして笑顔になってもらえたとき、とても嬉しい気持ちになりま
した。実際に抱っこしてみたら、赤ちゃんは思っていたより重た
かったし、温かさや柔らかさが伝わってきて、こんなに小さくて
も生きているんだと感動しました」と話していました。
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特集：中山町の子育て支援

特集：中山町の子育て支援

　子育てには不安や悩みがつきものです。
　特に、初めての子の場合や、引っ越してきたばかりで周りに知り合いや気軽に相談できる人が
いない環境の場合、その不安や悩みをひとりで抱えこんでしまいがちです。そして、子育てその
ものがつらく苦しいものへと変わってしまう方が少なからずいるのではないでしょうか。

　中山町で暮らすお父さん・お母さんたちが笑顔で子育てができるように、町では、子育て世代
を応援する様々な体制を整えています。

※このページの事業に関するお問い合わせ先　健康福祉課健康づくりグループ ☎662-2836

　「子育ての悩み」と一言で言っても、子どもの年齢によって抱えている悩みは違います。
　しつけの仕方がわからない、叱り方がわからない、家事や仕事との両立が難しい、学校生活が
うまくいかない、反抗期の対応など、悩みの種は様々です。

　今回の特集では、就学前（小学校に通う前、０歳から６歳まで）のお子さんを育てている世帯
にスポットを当てました。この年代は、「三つ子の魂百まで」ということわざがあるように、人
格を形成するうえで最も重要な時期であると言われています。

　そんな大切な時期に、子育ての不安や悩みを少しでも解消し、お父さん・お母さんがより充実
した環境の中で楽しく子育てに向き合えるよう、町の子育て支援制度や施設などを紹介します。

任意予防接種への
 費用助成

親子の絆づくり
 プログラム

　次の任意予防接種を希望する方に、費用の
助成を行っています。

　「親子の絆づくりプログラム」は、赤ちゃ
んを初めて育てるお母さんのための仲間づく
りと学びのプログラムで、山辺町と共同で開
催しています。
　講座は１クール４回で構成され、同じ月齢
の子どもを育てている「子育て仲間」をつく
ることで、お母さんが感じる不安やストレス
を少しでも解消すること、また、赤ちゃんと
の関わり方や心身の発達について学び、一緒
に過ごすことで親子の絆を深めることを目的
としています。

小児インフルエンザ
●対　　象　  接種日において満１歳以上
　　　　　　中学３年生までの方
●助 成 額　  1,500円または実費相当分の

いずれか低い額
●助成回数　１年度１回

●対　　象　  第１子が生後２か月から５か
月の赤ちゃんとそのお母さん
（対象の方に通知しています。）

●参 加 費　無料

●対　　象　１歳児、年長児
●助 成 額　  3,000円または実費相当額の

いずれか低い額
●助成回数　助成対象要件の間に１回

おたふくかぜ

保健師・管理栄養士
 による育児相談

母子保健推進員の
 家庭訪問

　育児全般について、町の保健師または管理
栄養士が相談に応じます。

　母子保健推進員は、保健師や看護師の資格
を持ち、地域のお父さん・お母さんやお子さ
んの健康を見守るサポーター役として、町長
より委嘱を受けて活動しています。
　主な活動に乳幼児等家庭訪問があり、町の
事業のご案内や赤ちゃんの発育を確認するた
めに、お子さんが２歳になるまで各家庭を訪
問しています。
　お父さん・お母さんとの会話の中で、母子
保健に関する援助の希望や子育てに関する不
安や悩みなどをうかがった場合は、経験に基
づくアドバイス等を行うほか、必要に応じて
町の保健師等に報告し、適切な対処を行うこ
とができるようにします。

●日時　毎月第４火曜日
　　　　午前10時30分～11時30分
　　　　  （変更の場合もありますので、お

知らせ版の「保健カレンダー」を
ご覧ください。）

●場所　保健福祉センター

◆  予約制です。相
談日前日までに
電話で予約して
ください。
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特集：中山町の子育て支援

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
な
か
や
ま
保
育
園
内
に
あ

る
子
育
て
支
援
拠
点
で
す
。

　
保
育
園
内
の
一
室
を
開
放
し
、
子
育
て
中
の
方
の
育
児
相
談

や
子
育
て
関
連
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
同
士
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
０
歳
か

ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
子
育
て

家
庭
が
、つ
ど
い
、交
流
で
き
る
場
で
す
。

　
子
育
て
を
し
て
い
る
方
の
中
に
は
、

「
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
」、「
育
児
に

つ
い
て
気
軽
に
話
せ
る
相
手
が
ほ
し

い
」、「
育
児
で
心
配
な
こ
と
を
相
談
し

た
い
」
な
ど
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
情

報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
じ
年
ご
ろ
の
子

ど
も
を
持
つ
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
求

め
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安
心
と
喜
び
を
持
っ

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
を

支
援
す
る
拠
点
と
し
て
平
成
15
年
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
員
２
名
が
常
勤
し
て
お

り
、
い
つ
で
も
子
育
て
の
悩
み
を
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

よ
う
に
子
育
て
を
し
て
い
る
人
た
ち
と

出
会
い
、お
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
、
自
分
が
知

ら
な
か
っ
た
子
育
て
の
情
報
を
得
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
育
児
に
対
す
る
不
安
を
少
し
で
も
解

消
し
、
親
も
子
ど
も
も
交
流
の
輪
を
広

げ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
子
育

て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お話と遊びの会
保健師の話と発育測定

ふれあい広場
　町内のボランティアの方による絵本や紙
芝居、昔語り、工作、ふれあい遊びなどを
行っています。
●日時　毎週火曜日　午前11時から

　お子さんの成長の記録のほか、お子さんの成
長に合わせた保健師の話も聞くことができます。
●日時　毎月第２火曜日　午前11時から
　  （変更の場合もありますので、毎月１日発行のお
知らせ版「まちのカレンダー」をご覧ください。）

江口依
え り こ
理子さん（北小路）

　　　桜
さ く や
矢くん・颯

そ う ま
馬くん（１歳）

（写真上段左から）

石
いしがき
垣奈

な み
美さん・東

ひがし
　智

と も え
恵さん

　子どもが双子ということもあり、毎日本当に大変で、
家にいる時間が長いとどうしてもストレスを感じてし
まう時があります。
　支援センターに来ると、その苦労話を聞いてもらえ
ますし、お母さん同士の交流の中で育児の相談や情報
交換ができるので私自身も楽しく利用しています。ス
タッフの方も親しみやすく、子どもに目を配ってくだ
さるので安心して遊ばせられるのもいいですね。

　中山町の子育て支援センターは、子育て中の方が気
兼ねなくおしゃべりし、リフレッシュできる場です。
お母さんたちのさまざまな心配ごとや悩みごとが、会
話の中で「うちの子もそうだったよ」と、その場で解
決することが多くあります。また、子どもたちはお友
達から刺激をもらい、ハイハイを始めたり、言葉が出
たりと日々成長を見ることができます。
　まだ子育て支援センターに来たことがない皆さん、
はじめは少し勇気がいるかもしれませんが、ここには
たくさんの子育て仲間が集まります。疲れたり不安に
なったりするときは、ひとりで抱え込まないで子育て
支援センターへ遊びに来てくださいね。

　季節の行事、プレイルーム開放、誕生会など、
様々な楽しい遊びをしています。写真は１月
11日に行われたお店屋さんごっこの様子です。
●日時　毎週水曜日　午前10時30分から

ご利用案内
●開 所 日　月～金曜日
　　　　　　※  土・日曜日も月１日開所し

ています
●利用時間　午前：９時～12時
　　　　　　午後：１時～４時30分
●利 用 料　無料

　開所日、休館日等の詳細や子育て支援セン
ターのイベント情報はお知らせ版（毎月１日
発行）と一緒に配布される「まちのカレン
ダー」や子育て支援センターホームページ 「元気にso-date」（http://www.sodate-
nakayama.jp）でご確認ください。
※お問い合わせ先
　子育て支援センター　☎662-2510

利用者の声

スタッフから一言
子育て支援センター
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特集：中山町の子育て支援

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
な
か
や
ま
保
育
園
内
に
あ

る
子
育
て
支
援
拠
点
で
す
。

　
保
育
園
内
の
一
室
を
開
放
し
、
子
育
て
中
の
方
の
育
児
相
談

や
子
育
て
関
連
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
同
士
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
０
歳
か

ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
子
育
て

家
庭
が
、つ
ど
い
、交
流
で
き
る
場
で
す
。

　
子
育
て
を
し
て
い
る
方
の
中
に
は
、

「
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
」、「
育
児
に

つ
い
て
気
軽
に
話
せ
る
相
手
が
ほ
し

い
」、「
育
児
で
心
配
な
こ
と
を
相
談
し

た
い
」
な
ど
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
情

報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
じ
年
ご
ろ
の
子

ど
も
を
持
つ
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
求

め
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安
心
と
喜
び
を
持
っ

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
を

支
援
す
る
拠
点
と
し
て
平
成
15
年
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
員
２
名
が
常
勤
し
て
お

り
、
い
つ
で
も
子
育
て
の
悩
み
を
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

よ
う
に
子
育
て
を
し
て
い
る
人
た
ち
と

出
会
い
、お
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
、
自
分
が
知

ら
な
か
っ
た
子
育
て
の
情
報
を
得
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
育
児
に
対
す
る
不
安
を
少
し
で
も
解

消
し
、
親
も
子
ど
も
も
交
流
の
輪
を
広

げ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
子
育

て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お話と遊びの会
保健師の話と発育測定

ふれあい広場
　町内のボランティアの方による絵本や紙
芝居、昔語り、工作、ふれあい遊びなどを
行っています。
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江口依
え り こ
理子さん（北小路）

　　　桜
さ く や
矢くん・颯

そ う ま
馬くん（１歳）

（写真上段左から）

石
いしがき
垣奈

な み
美さん・東

ひがし
　智

と も え
恵さん

　子どもが双子ということもあり、毎日本当に大変で、
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　中山町の子育て支援センターは、子育て中の方が気
兼ねなくおしゃべりし、リフレッシュできる場です。
お母さんたちのさまざまな心配ごとや悩みごとが、会
話の中で「うちの子もそうだったよ」と、その場で解
決することが多くあります。また、子どもたちはお友
達から刺激をもらい、ハイハイを始めたり、言葉が出
たりと日々成長を見ることができます。
　まだ子育て支援センターに来たことがない皆さん、
はじめは少し勇気がいるかもしれませんが、ここには
たくさんの子育て仲間が集まります。疲れたり不安に
なったりするときは、ひとりで抱え込まないで子育て
支援センターへ遊びに来てくださいね。

　季節の行事、プレイルーム開放、誕生会など、
様々な楽しい遊びをしています。写真は１月
11日に行われたお店屋さんごっこの様子です。
●日時　毎週水曜日　午前10時30分から

ご利用案内
●開 所 日　月～金曜日
　　　　　　※  土・日曜日も月１日開所し

ています
●利用時間　午前：９時～12時
　　　　　　午後：１時～４時30分
●利 用 料　無料

　開所日、休館日等の詳細や子育て支援セン
ターのイベント情報はお知らせ版（毎月１日
発行）と一緒に配布される「まちのカレン
ダー」や子育て支援センターホームページ 「元気にso-date」（http://www.sodate-
nakayama.jp）でご確認ください。
※お問い合わせ先
　子育て支援センター　☎662-2510

利用者の声

スタッフから一言
子育て支援センター
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特集：中山町の子育て支援

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

※会員登録・利用に関するお問い合わせ先
　　健康福祉課福祉子育て支援グループ　　☎６６２－２７０５
　　特定非営利活動法人　やまがた育児サークルランド　　☎６８７－１７２０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い

を
し
て
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）

の
依
頼
に
応
じ
て
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
人（
援
助
会
員
）

を
紹
介
し
、
地
域
で
子
育
て
を
支

え
合
う
相
互
援
助
活
動
で
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
な
る
に
は
登
録

が
必
要
で
、
会
員
に
は
次
の
３
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

１
．
依
頼
会
員

　
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
、
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
。

２
．
援
助
会
員

　
町
内
に
在
住
で
、
町
が
実
施
す

る
講
習
を
受
講
し
た
方
。
子
ど
も

が
好
き
で
心
身
と
も
に
健
康
で
や

る
気
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

３
．
両
方
会
員

　
自
分
の
急
用
時
に
は
子
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
が
、
時
間
が
あ

る
と
き
に
は
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
も
で
き
る
方
。

ファミリー・サポート・センターの支援内容はさまざまで、例えば次のようなものがあります。
◆保育施設までの送迎や保育施設の開始前および終了後の預かり
◆保護者の病気や冠婚葬祭などの急用の場合の預かり
◆上の子の学校・幼稚園行事の際の子どもの預かり
　共働きの家庭はもちろん、おうちで育児を頑張っているお父さん・お母さんも気軽にお子
さんを預けられます。登録は無料ですので、いざというときのため、ぜひ登録してください。

支援の内容

ひとりで悩まないで！

相談窓口一覧

※中山町では、ファミリー・サポート・センターの利用料を一部助成しています。

時　間 利用料 助成金額 実質負担額
午前８時　～　午後７時 １時間　７００円 ３００円 ４００円

上記時間以外／土・日曜日、祝日 １時間　８００円 ３００円 ５００円

相談内容等 相談窓口 電話番号等 受付時間等
子どもの健康・
乳幼児の発達に関すること 村山保健所 ☎627-1203 午前８時30分　　

　～午後５時15分

子どもと家庭に関すること 子ども女性電話相談 ☎642-2340 午前８時30分　　
　　　～午後10時

こころの健康に関すること 心の健康相談ダイヤル ☎631-7060 午前：９時～12時
午後：１時～５時

小児救急・電話相談 山　形　県
☎#8000

 ダイヤル回線•IP電話、
PHSからは

☎633-0299
－

県が運営する、妊婦さんと
赤ちゃんのいる家庭のため
のホームページ

やまがたママの安心
ナビゲーション

http://mamanavi.
pref.yamagata.jp/ －

利用料金

③  事前打ち合わせ・
子どもの預かり

　などの活動開始

②  育児サポートの
依頼

①  育児サポートの
登録申し込み

サポートの流れ

援助会員

ファミリー・サポート・センター

依頼会員

　悩みは、ひとりで抱え込まないことが大切です。誰かに
話し、聴いてもらうことで、気持ちが軽くなるとともに、
解決のヒントを得ることもできます。
　もしも、話す相手が見つからない、誰に相談してよいの
かわからないときは、専門の相談窓口をご利用ください。

　
子
育
て
は
、
人
生
で
最
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し

そ
れ
は
、
た
や
す
い
仕
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や
地
域
社

会
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
に
よ

り
、
子
育
て
の
孤
立
化
や
そ
れ
に
伴
う

不
安
や
負
担
が
大
き
く
な
り
、
子
育
て

が
し
に
く
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
取
材
の
中
で
、「
子
育
て
は
つ
ら
い

こ
と
が
多
い
」
と
感
じ
て
い
る
保
護
者

の
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、そ
の
反
面
、

皆
さ
ん
が
「
子
育
て
に
楽
し
み
や
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
楽
し
み
を
得
る
た
め
に
は
、
心

や
時
間
な
ど
、生
活
の
中
に
「
ゆ
と
り
」

が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い

る
方
は
、
家
か
ら
一
歩
、
外
に
出
て
み

て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
利
用
で
き
る
施
設
や
制
度
を
ぜ

ひ
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
の
専
門
家
や
、
子
育
て
経
験

の
あ
る
方
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
中
の

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
方
が
味
方
と
な

り
、
子
育
て
に
ゆ
と
り
を
与
え
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親
に
ゆ
と
り
が

あ
れ
ば
、
子
ど
も
へ
の
接
し
方
な
ど
で

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
子
育
て
は
、今
や
地
域
、行
政
な
ど
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
も
し
、
身
近
に
子
育
て
へ
の
自
信
を

失
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
声
を
か
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
つ
ら
い
」
と

相
談
を
受
け
た
ら
、
ま
ず
は
そ
の
方
の

話
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
だ
け
で
心
が
落
ち
着
き
、
救

わ
れ
る
方
も
い
る
の
で
す
。

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
で
す
。
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
と
と
も
に
、

健
全
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
支
え
合
っ
て
い

け
る
よ
う
な
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環
境

の
構
築
に
向
け
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ベビーマッサージ（子育て支援センター）
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特集：中山町の子育て支援

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

※会員登録・利用に関するお問い合わせ先
　　健康福祉課福祉子育て支援グループ　　☎６６２－２７０５
　　特定非営利活動法人　やまがた育児サークルランド　　☎６８７－１７２０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い

を
し
て
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）

の
依
頼
に
応
じ
て
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
人（
援
助
会
員
）

を
紹
介
し
、
地
域
で
子
育
て
を
支

え
合
う
相
互
援
助
活
動
で
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
な
る
に
は
登
録

が
必
要
で
、
会
員
に
は
次
の
３
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

１
．
依
頼
会
員

　
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
、
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
。

２
．
援
助
会
員

　
町
内
に
在
住
で
、
町
が
実
施
す

る
講
習
を
受
講
し
た
方
。
子
ど
も

が
好
き
で
心
身
と
も
に
健
康
で
や

る
気
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

３
．
両
方
会
員

　
自
分
の
急
用
時
に
は
子
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
が
、
時
間
が
あ

る
と
き
に
は
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
も
で
き
る
方
。

ファミリー・サポート・センターの支援内容はさまざまで、例えば次のようなものがあります。
◆保育施設までの送迎や保育施設の開始前および終了後の預かり
◆保護者の病気や冠婚葬祭などの急用の場合の預かり
◆上の子の学校・幼稚園行事の際の子どもの預かり
　共働きの家庭はもちろん、おうちで育児を頑張っているお父さん・お母さんも気軽にお子
さんを預けられます。登録は無料ですので、いざというときのため、ぜひ登録してください。

支援の内容

ひとりで悩まないで！

相談窓口一覧

※中山町では、ファミリー・サポート・センターの利用料を一部助成しています。

時　間 利用料 助成金額 実質負担額
午前８時　～　午後７時 １時間　７００円 ３００円 ４００円

上記時間以外／土・日曜日、祝日 １時間　８００円 ３００円 ５００円

相談内容等 相談窓口 電話番号等 受付時間等
子どもの健康・
乳幼児の発達に関すること 村山保健所 ☎627-1203 午前８時30分　　

　～午後５時15分

子どもと家庭に関すること 子ども女性電話相談 ☎642-2340 午前８時30分　　
　　　～午後10時

こころの健康に関すること 心の健康相談ダイヤル ☎631-7060 午前：９時～12時
午後：１時～５時

小児救急・電話相談 山　形　県
☎#8000

 ダイヤル回線•IP電話、
PHSからは

☎633-0299
－

県が運営する、妊婦さんと
赤ちゃんのいる家庭のため
のホームページ

やまがたママの安心
ナビゲーション

http://mamanavi.
pref.yamagata.jp/ －

利用料金

③  事前打ち合わせ・
子どもの預かり

　などの活動開始

②  育児サポートの
依頼

①  育児サポートの
登録申し込み

サポートの流れ

援助会員

ファミリー・サポート・センター

依頼会員

　悩みは、ひとりで抱え込まないことが大切です。誰かに
話し、聴いてもらうことで、気持ちが軽くなるとともに、
解決のヒントを得ることもできます。
　もしも、話す相手が見つからない、誰に相談してよいの
かわからないときは、専門の相談窓口をご利用ください。

　
子
育
て
は
、
人
生
で
最
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し

そ
れ
は
、
た
や
す
い
仕
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や
地
域
社

会
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
に
よ

り
、
子
育
て
の
孤
立
化
や
そ
れ
に
伴
う

不
安
や
負
担
が
大
き
く
な
り
、
子
育
て

が
し
に
く
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
取
材
の
中
で
、「
子
育
て
は
つ
ら
い

こ
と
が
多
い
」
と
感
じ
て
い
る
保
護
者

の
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、そ
の
反
面
、

皆
さ
ん
が
「
子
育
て
に
楽
し
み
や
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
楽
し
み
を
得
る
た
め
に
は
、
心

や
時
間
な
ど
、生
活
の
中
に
「
ゆ
と
り
」

が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い

る
方
は
、
家
か
ら
一
歩
、
外
に
出
て
み

て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
利
用
で
き
る
施
設
や
制
度
を
ぜ

ひ
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
の
専
門
家
や
、
子
育
て
経
験

の
あ
る
方
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
中
の

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
方
が
味
方
と
な

り
、
子
育
て
に
ゆ
と
り
を
与
え
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親
に
ゆ
と
り
が

あ
れ
ば
、
子
ど
も
へ
の
接
し
方
な
ど
で

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
子
育
て
は
、今
や
地
域
、行
政
な
ど
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
も
し
、
身
近
に
子
育
て
へ
の
自
信
を

失
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
声
を
か
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
つ
ら
い
」
と

相
談
を
受
け
た
ら
、
ま
ず
は
そ
の
方
の

話
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
だ
け
で
心
が
落
ち
着
き
、
救

わ
れ
る
方
も
い
る
の
で
す
。

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
で
す
。
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
と
と
も
に
、

健
全
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
支
え
合
っ
て
い

け
る
よ
う
な
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環
境

の
構
築
に
向
け
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ベビーマッサージ（子育て支援センター）
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現
在
の
岩
谷
十
八
夜
観
音

に
は
、
入い

り
も
や
づ
く
り

母
屋
造
の
本
殿
と

方ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
く
り

形
造
の
拝
殿
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
岩
谷
十
八
夜
観
音
か
ら

約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
通
称

ム
カ
イ
山
の
中
腹
に
奥
の
院
の
岩が

ん

窟く
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
岩
谷
十
八
夜
観
音
の
本
殿
は
、

修
復
の
際
発
見
さ
れ
た
棟
札
か
ら

文
政
９
（
１
８
２
０
）
年
の
再
建

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
拝
殿
は
大
同
２
（
８
０
７
）
年

の
再
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
町
文
化
財
審
議
会
の
調
査

に
よ
り
、
現
建
物
の
原
形
は
室
町

末
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
殿
は
昭
和
50
年
に

屋
根
の
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
瓦
葺

き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
拝
殿
は
本
殿
よ
り
も
古
く
、
昭

和
53
年
に
現
状
の
よ
う
に
修
理
さ

れ
ま
し
た
が
、
古
い
写
真
を
見
る

と
寄よ

せ
む
ね
ひ
ら
い
り
づ
く
り

棟
平
入
造
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　
奥
の
院
は
、
ム
カ
イ
山
の
中
腹

の
自
然
の
洞
窟
に
人
手
が
加
え
ら

れ
て
、
間
口
２
・
７
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
２
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
１
・
７

メ
ー
ト
ル
の
岩
窟
で
、
切
り
立
つ

岩
肌
を
木
の
枝
や
蔦つ

た
を
つ
か
ん
で

よ
じ
登
る
難
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
窟
の
中
に
３
基
の
宝

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔

と
１
基
の
五ご

り
ん
と
う

輪
塔
の
破
片
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
石
塔
は
何
時

誰
の
手
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
た
も

の
か
は
、
年
紀
銘
等
が
な
い
の
で

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
形
状
か
ら

２
基
は
室
町
時
代
の
も
の
と
推
定

さ
れ
、
残
る
１
基
の
塔と

う
身し
ん

の
な
い

も
の
は
江
戸
期
の
も
の
だ
ろ
う
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
、
天
台
修
験
の
日
月

寺
関
係
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

宝
篋
印
塔
…
供
養
塔
や
墓
碑
塔
と

し
て
建
て
ら
れ
る
塔
の
こ
と
で
、

古
く
か
ら
供
養
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
祈
願
を
目
的
と
し
て
建
て
ら
れ

る
。

五
輪
塔
…
主
に
供
養
塔
・
墓
塔
と

し
て
使
わ
れ
る
仏
塔
の
一
種
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
10
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰

◆
昭
和
31
年
豊
田
小
学
校
入
学
同
窓
会

（
西
塔
豊
司
代
表
）
よ
り
、
読
み
聞
か

せ
や
読
書
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
豊

田
小
学
校
に
「
本
の
怪
談
シ
リ
ー
ズ
」

「
魔
女
の
宅
急
便
シ
リ
ー
ズ
」
等
児
童

用
図
書
21
冊
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
長
崎
小
学
校
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会（
服

部
素
久
代
表
）
よ
り
、
体
育
教
育
の
充

実
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
長
崎
小
学

校
に
陸
上
ス
パ
イ
ク
５
足
を
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
タ
ニ
イ
チ
食
品
株
式
会
社
（
宮
城
県

塩
釜
市
・
代
表
取
締
役　
渋
谷
秀
夫
氏
）

よ
り
、揚
げ
か
ま
ぼ
こ
「
た
こ
ち
ゅ
う
」

５
０
０
個
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
創
業
者
の
渋
谷
辰
雄
氏
が
旧
長
崎

国
民
学
校
初
等
科
の
卒
業
生
で
あ
り
、

自
社
で
製
造
し
た
食
品
を
後
輩
に
あ
た

る
長
崎
小
学
校
の
児
童
に
食
べ
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
、
毎
年
寄
附
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

◆
日
本
一
輪
車
協
会
（
田
中
壮
一
郎
会

長
）
よ
り
、
体
育
教
育
の
充
実
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
一
輪
車
10
台
を
寄
附

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
か
ら
２
月
２
日
に
か
け
て
、
毎
年
恒
例
の
中
山
町

立
小
中
学
校
三
校
合
同
書
き
初
め
展
が
開
催
さ
れ
、
入
選
作
品

が
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
や
町
内
の
小
中
学
校
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
入
選
作
品
１
２
０
点
の
中
か
ら
、
町
長
賞
、
教

育
長
賞
、町
議
会
議
長
賞
、Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
を
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
行

事
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

１
月
31
日
に
町
農
業
委
員

会
が
、
小
正
月
の
餅
つ
き

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
学
校
法
人
長

崎
児
玉
学
園
な
が
さ
き
幼

稚
園
（
小
林
聡
子
園
長
）

を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、

年
長
の
園
児
46
人
が
杵
と

臼
で
の
餅
つ
き
に
挑
戦
し

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

小
中
学
校　
三
校
合
同
書
き
初
め
展

町
議
会
議
長
賞

豊
田
小
６
年

　
穂
積

　
怜
咲

教
育
長
賞

長
崎
小
６
年
　
高
橋

　
　
豊

町　

長　

賞

中
山
中
２
年

　
大
津

　
　
翔

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

中
山
中
１
年
　
渡
辺

　
　
司

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

豊
田
小
３
年

　
工
藤
さ
く
ら

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

長
崎
小
２
年
　
木
村
た
い
が

子どもたちと小正月行事
農業委員会が餅つき

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
な
子

に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

方
々
と
一
緒
に
、
順
番
に
餅
つ
き
を
体

験
。「
地
域
の
伝
統
行
事
を
間
近
に
見

る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
」と
秋
葉
俊
博
会
長（
三
軒
屋
）

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

０
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い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

◆
日
本
一
輪
車
協
会
（
田
中
壮
一
郎
会

長
）
よ
り
、
体
育
教
育
の
充
実
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
一
輪
車
10
台
を
寄
附

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
か
ら
２
月
２
日
に
か
け
て
、
毎
年
恒
例
の
中
山
町

立
小
中
学
校
三
校
合
同
書
き
初
め
展
が
開
催
さ
れ
、
入
選
作
品

が
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
や
町
内
の
小
中
学
校
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
入
選
作
品
１
２
０
点
の
中
か
ら
、
町
長
賞
、
教

育
長
賞
、町
議
会
議
長
賞
、Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
を
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
行

事
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

１
月
31
日
に
町
農
業
委
員

会
が
、
小
正
月
の
餅
つ
き

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
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学
校
法
人
長

崎
児
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学
園
な
が
さ
き
幼

稚
園
（
小
林
聡
子
園
長
）

を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、

年
長
の
園
児
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人
が
杵
と

臼
で
の
餅
つ
き
に
挑
戦
し

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

小
中
学
校　
三
校
合
同
書
き
初
め
展

町
議
会
議
長
賞

豊
田
小
６
年

　
穂
積
　
怜
咲

教
育
長
賞

長
崎
小
６
年
　
高
橋

　
　
豊

町　

長　

賞

中
山
中
２
年

　
大
津

　
　
翔

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

中
山
中
１
年

　
渡
辺

　
　
司

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

豊
田
小
３
年

　
工
藤
さ
く
ら

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

長
崎
小
２
年
　
木
村
た
い
が

子どもたちと小正月行事
農業委員会が餅つき

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
な
子

に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

方
々
と
一
緒
に
、
順
番
に
餅
つ
き
を
体

験
。「
地
域
の
伝
統
行
事
を
間
近
に
見

る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
」と
秋
葉
俊
博
会
長（
三
軒
屋
）

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

０
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T o p i c s ひまわり広場

まちの人口
（１月末現在）

人　口 人11,599 （前月比ー９人）

（男5,662人、女5,937人）

世帯数 世帯3,642 （前月比±０世帯）

人の動き
（１月届出分）

出生２人　転入11人

死亡13人　転出９人

農村の伝統行事に親しむ
だんご木づくり
　１月19日、なかやま保育園で１年間の無病息災や
五穀豊穣を願う小正月の伝統行事「だんご木づくり」
が行われ、年長児が粘土で作った色鮮やかなだんご
の飾りつけを楽しみました。
　これは、子どもたちに昔ながらの農村の暮らしに
親しんでもらおうと、ＪＡやまがた豊田青年部が企
画したものです。
　園児たちは、ＪＡやまがた豊田青年部の大津規

のり
彰
あき

部長から飾りつけのコツやだんごの色に込められた
意味などの説明を受けたあと、赤、青、黄、白の４
色の粘土を使い、願いを込めながらミズキを飾りつ
け、個性豊かなだんご木を完成させました。
　長谷川未

み ゆ
結ちゃん（桜町）は、「家族がいつまで

も元気で仲良く暮らせるように、お団子をきれいに
丸めた。お団子を枝につけるのが難しかったけれど、
上手にできてよかった」と話し、だんご木の出来栄
えに大満足の様子でした。

柳沢雪まつり
広がる笑顔が いいね
　「柳

やん
沢
くさ
もりあげ隊」（大津利美会長）

が主催した柳沢雪まつりが、１月29
日に柳沢集落センターで開催されま
した。これは、中山町「やってみっべ」補助金
を活用したまちづくりイベントで、柳沢地区の
活性化を目的として１年かけて取り組んだ事業
の最後のひとつです。歌あり、踊りあり、作品

新春恒例　中山町消防団出初式

安全・安心な町づくりにあなたの力を貸してください

今年も良い年に 初市

　１月８日、町消防団による新春恒例の出
初式が中央公民館前の通りで行われました。
　式には、町の消防団員や女性消防隊など
約190名が参加したほか、本部車、ポンプ車、
積載車など、合わせて13台の消防車両が集
結。日頃の訓練の成果を披露するとともに、
防火・防災意識の高揚を図りました。
　式の開始が宣言されると、佐藤町長や秋
葉団長を先頭に観閲が行われました。続い
て徒歩隊と車両隊に分かれ、息の合った分

　１月14日、役場前の上町通りで、新春恒例の「初市」
が開かれ、縁起物を求める買い物客でにぎわいました。
　歩行者天国となった通りには、色とりどりのだんご木
や初飴、焼きそば、どんどん焼きなどを売る露店がずら
りと並んだほか、町観光協会による、つきたてのあんこ
餅の振舞いも行われ、訪れた人は買い物の合間に冷えた
体を温めていました。

列行進を披露。式の締めくくりには、中央公民館周辺で一斉に祝賀放水が行われ、来賓や見物客の皆さ
んからは歓声や盛大な拍手が起こっていました。
　その後開催された式典では、佐藤町長が「町民の生命・財産を守るため、消防団員の皆さんには地域
防災の要として、ますますの活躍を期待しています」と挨拶。秋葉団長からは、「消防団に課せられた
任務や地域住民が寄せる期待はますます高まっている。これに応えられるよう、日頃からの備えをお願
いしたい」と訓辞があり、参加した消防団員は地域の安全と安心を守る決意を新たにしていました。

　消防団とは、火災や地震などの災害から町民の安全と安心を守るため、法律に基づいて各市町村が設
置する消防機関です。構成員である消防団員は、非常勤特別職の公務員となり、普段はそれぞれの仕事
や学業に専念し、災害等の際に消防団員としてその対応に当たります。中山町の消防団においても、約
９割の団員が日中は会社等で勤務をしながら活動に従事しています。
◆主な活動内容
　火事や災害が発生した場合に、消防隊員と協力して消火活動を行ったり、風水害等の際は水位の警戒
や土のう積みのほか、様々な災害対応を行います。また、災害対応のための訓練、機材の整備点検など、
災害時以外にも地域のために活動しています。
◆女性も活躍しています
　消防団は「男性が活躍する場」と思われがちですが、一人暮らし高齢者宅への防火訪問、応急手当の
普及指導など、幅広い分野で女性も消防団員として活躍しています。
　消防団員として、安全・安心な町づくりにご協力いただける方を募集しています。地域での仲間づく
りも兼ねて、消防団活動に参加してみませんか。

※お問い合わせ先　総務課危機管理Ｇ　☎662-4899

展示ありの内容で、柳沢に住んでいる方々の魅力を住んでいる方々自身が楽しんでおり、会場には笑顔
と手拍子の輪が広がっていました。

あいさつをする大津利美会長（写真左）と会場に集まった皆さん
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※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２‐２１１２

納期限 ２月28日（火）
●固定資産税４期／国民健康保険税８期／介護保険料８期／後期高齢者医療保険料８期
◆税額に変更のある方については、２月15日（水）に変更の通知を発送します。お手元に届いた方は
内容をご確認ください。

【納税は口座振替が便利です！】
　町税・保険料等の納付（普通徴収）について、金融機関またはゆうちょ銀行（郵便局）で口座
振替が利用できます。
　お手続きは、預貯金通帳・お届け印をお持ちのうえ下記取扱金融機関または郵便局窓口でお申
し込みください（依頼書は町内の金融機関等および住民税務課税務Ｇでお渡ししています）。

取 扱 金 融 機 関 山形銀行・きらやか銀行・荘内銀行・山形農業協同組合

今月の納税等

●公共下水道受益者負担金３期
※お問い合わせ先　建設課下水道Ｇ　　☎６６２‐２１１５

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

№1275

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

人
工
透
析
通
院
交
通
費　

を
助
成
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
腎
臓
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者
）
が
人
工
透
析
療
法
を
受

け
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
往
復
に
バ
ス
、

Ｊ
Ｒ
、
ま
た
は
自
家
用
車
を
利
用
し
た
場
合
、

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

病
院
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法　
医
療
機
関
の
通
院
証
明
書

（
平
成
28
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
２

月
末
ま
で
の
通
院
実
績
）
と
申
請
書
を
健

康
福
祉
課
ま
た
は
総
合
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
通
院
証
明
書
と
申
請
書
の
用

紙
は
提
出
先
に
準
備
し
て
い
ま
す
）。

●
受
付
期
間　
２
月
27
日
（
月
）
〜
３
月
10

日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

中
山
町
災
害
互
助
会
費
の　

　
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課
地
域
情
報
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
２
３

　
町
災
害
互
助
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
会

費
の
集
金
を
各
地
区
の
区
長
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。
各
家
庭
等
を
訪
問
の
際
に
は
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
互
助
会
費　
２
０
０
円
／
戸
（
生
活
保
護

世
帯
は
免
除
）

●
地
区
か
ら
町
へ
の
納
入
期
限　

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
24
日
（
金
）

●
制
度
概
要　
　

⑴
目
的　
町
内
の
家
屋
が
火
災
に
あ
い
損
害

を
受
け
た
と
き
に
見
舞
金
を
支
給
し
、
あ

わ
せ
て
災
害
見
舞
等
の
廃
止
を
促
し
、
生

活
の
簡
素
化
を
進
め
る
。

⑵
組
織　
町
内
に
居
住
す
る
全
世
帯
と
中
山

町
災
害
互
助
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

⑶
期
間　
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
。

⑷
見
舞
金
額　
▼
住
宅
が
全
焼
の
場
合
…
最

高
額
50
万
円　
▼
倉
庫
、
作
業
所
等
が
全

焼
の
場
合
…
最
高
額
20
万
円

※
部
分
的
な
被
害
の
場
合
に
は
、
そ
の
程
度

に
よ
り
額
を
決
定
し
ま
す
。

⑸
加
入
基
準
の
例　
▼
同
一
世
帯
で
一
戸
建

て
の
普
通
住
宅
…
１
戸
の
加
入　
②
世
帯

分
離
し
て
い
る
一
戸
建
て
の
普
通
住
宅
…

１
戸
の
加
入　
▼
同
一
敷
地
内
に
普
通
住

宅
と
作
業
小
屋
…
１
戸
の
加
入　
▼
同
一

敷
地
内
に
名
義
が
異
な
る
複
数
の
普
通
住

宅
…
名
義
人
毎
に
加
入　
▼
敷
地
を
別
に

し
て
い
る
普
通
住
宅
…
そ
れ
ぞ
れ
加
入　

▼
町
民
が
町
内
に
所
有
し
、
夜
間
・
日
曜

祝
祭
日
等
に
無
人
と
な
る
事
業
所
（
工

場
・
事
務
所
）
…
そ
れ
ぞ
れ
加
入　
▼
借

家
・
ア
パ
ー
ト
の
住
人
…
世
帯
毎
に
加
入

※
ア
パ
ー
ト
等
の
経
営
者
は
、
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
…
①
」
と
「
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
…
②
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
町

か
ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
お
知
ら
せ
版
９
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
対
象　
①
臨
時
福
祉
給
付
金
…
平
成
28
年

１
月
１
日
時
点
で
中
山
町
に
住
民
登
録
し

て
お
り
、
平
成
28
年
度
分
の
町
県
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方　
②
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
受
給
者
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

…
①
の
う
ち
、
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害

基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
た
方
※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

●
支
給
額　
①
１
人
あ
た
り
３
０
０
０
円　

②
１
人
あ
た
り
３
万
円

●
受
付
会
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
郵
送

可
）　

●
申
請
締
切　
２
月
28
日
（
火
）

　
※
２
月
１
日
号
掲
載
の
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
と
は
異
な
り
ま
す
。
申

請
忘
れ
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給　
　

申
請
に
つ
い
て

　
　
　

〜
申
請
締
切
が
迫
っ
て
い
ま
す
〜

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
町
議
会
３
月
定
例
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
で
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
傍
聴
は
先
着
30
名
ま
で
と
し
ま
す
。

●
３
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

　
▼
３
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
…
一
般
質
問　

　
▼
３
月
２
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
…
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
提
案
、

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
７
０

｢家電リサイクル法対象品｣ 指定引取場所の変更について

　平成29年５月１日号から「なかやま 議会だよ
り」を約12年ぶりに発刊することとなりました。

　つきましては、読者目線からの意見を伺う「議
会広報モニター」を募集します。

●応募資格　町内在住の方
●募集人数　若干名
●任　　期　平成29年５月より１年間

●活動内容　 議会だよりは年間４回発行予定です。
モニターの方には議会だよりを読ん
でいただき、アンケートにお答えい
ただきます。

●応募締切　３月10日（金）午後５時まで
　　　　　
　　※お問い合わせ先
　　　　　議会事務局　☎６６２ - ４３７０

    議会広報モニターを
                  　　　募集します

　
　
　
　
条
例
等

　
▼
３
月
３
日
（
金
）
〜
９
日
（
木
）

　
　
　
…
休
会
（
全
員
協
議
会
等
）

　
▼
３
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
…
新
年
度
各
会
計
予
算
質
疑
、

　
　
　
　
採
決
等

●
場
所　
役
場
大
会
議
室

◆
議
会
日
程
表
、
議
案
項
目
、
一
般
質
問
等

は
、
２
月
23
日
以
降
に
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
中
山
町
議
会
」
に
掲
載
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
町
の
公
共
施
設
、
一
部
店
舗
内

に
も
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　現在２か所となっている家電リサイクル法対象品（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗
濯機・衣類乾燥機）の指定引取場所のうち、（株）木下商会（山形市蔵王松ヶ丘）が、２月28
日をもって閉鎖されることとなりました。つきましては、３月１日以降、家電リサイクル法対
象品を自分で搬入する場合の指定引取場所は、以下の１か所となりますので、ご注意ください。
　　　日本通運（株）　山形市大字十文字字天神東７７７　☎０２３‐６８６‐４３８５
　　
　なお、搬入方法の詳細や、家電販売店等に収集運搬を依頼する場合の方法については、中山
町公式ホームページをご覧ください。

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２１１３
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※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２‐２１１２

納期限 ２月28日（火）
●固定資産税４期／国民健康保険税８期／介護保険料８期／後期高齢者医療保険料８期
◆税額に変更のある方については、２月15日（水）に変更の通知を発送します。お手元に届いた方は
内容をご確認ください。

【納税は口座振替が便利です！】
　町税・保険料等の納付（普通徴収）について、金融機関またはゆうちょ銀行（郵便局）で口座
振替が利用できます。
　お手続きは、預貯金通帳・お届け印をお持ちのうえ下記取扱金融機関または郵便局窓口でお申
し込みください（依頼書は町内の金融機関等および住民税務課税務Ｇでお渡ししています）。

取 扱 金 融 機 関 山形銀行・きらやか銀行・荘内銀行・山形農業協同組合

今月の納税等

●公共下水道受益者負担金３期
※お問い合わせ先　建設課下水道Ｇ　　☎６６２‐２１１５

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

№1275

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

人
工
透
析
通
院
交
通
費　

を
助
成
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
腎
臓
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者
）
が
人
工
透
析
療
法
を
受

け
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
往
復
に
バ
ス
、

Ｊ
Ｒ
、
ま
た
は
自
家
用
車
を
利
用
し
た
場
合
、

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

病
院
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法　
医
療
機
関
の
通
院
証
明
書

（
平
成
28
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
２

月
末
ま
で
の
通
院
実
績
）
と
申
請
書
を
健

康
福
祉
課
ま
た
は
総
合
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
通
院
証
明
書
と
申
請
書
の
用

紙
は
提
出
先
に
準
備
し
て
い
ま
す
）。

●
受
付
期
間　
２
月
27
日
（
月
）
〜
３
月
10

日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

中
山
町
災
害
互
助
会
費
の　

　
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課
地
域
情
報
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
２
３

　
町
災
害
互
助
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
会

費
の
集
金
を
各
地
区
の
区
長
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。
各
家
庭
等
を
訪
問
の
際
に
は
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
互
助
会
費　
２
０
０
円
／
戸
（
生
活
保
護

世
帯
は
免
除
）

●
地
区
か
ら
町
へ
の
納
入
期
限　

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
24
日
（
金
）

●
制
度
概
要　
　

⑴
目
的　
町
内
の
家
屋
が
火
災
に
あ
い
損
害

を
受
け
た
と
き
に
見
舞
金
を
支
給
し
、
あ

わ
せ
て
災
害
見
舞
等
の
廃
止
を
促
し
、
生

活
の
簡
素
化
を
進
め
る
。

⑵
組
織　
町
内
に
居
住
す
る
全
世
帯
と
中
山

町
災
害
互
助
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

⑶
期
間　
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
。

⑷
見
舞
金
額　
▼
住
宅
が
全
焼
の
場
合
…
最

高
額
50
万
円　
▼
倉
庫
、
作
業
所
等
が
全

焼
の
場
合
…
最
高
額
20
万
円

※
部
分
的
な
被
害
の
場
合
に
は
、
そ
の
程
度

に
よ
り
額
を
決
定
し
ま
す
。

⑸
加
入
基
準
の
例　
▼
同
一
世
帯
で
一
戸
建

て
の
普
通
住
宅
…
１
戸
の
加
入　
②
世
帯

分
離
し
て
い
る
一
戸
建
て
の
普
通
住
宅
…

１
戸
の
加
入　
▼
同
一
敷
地
内
に
普
通
住

宅
と
作
業
小
屋
…
１
戸
の
加
入　
▼
同
一

敷
地
内
に
名
義
が
異
な
る
複
数
の
普
通
住

宅
…
名
義
人
毎
に
加
入　
▼
敷
地
を
別
に

し
て
い
る
普
通
住
宅
…
そ
れ
ぞ
れ
加
入　

▼
町
民
が
町
内
に
所
有
し
、
夜
間
・
日
曜

祝
祭
日
等
に
無
人
と
な
る
事
業
所
（
工

場
・
事
務
所
）
…
そ
れ
ぞ
れ
加
入　
▼
借

家
・
ア
パ
ー
ト
の
住
人
…
世
帯
毎
に
加
入

※
ア
パ
ー
ト
等
の
経
営
者
は
、
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
…
①
」
と
「
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
…
②
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
町

か
ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
お
知
ら
せ
版
９
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
対
象　
①
臨
時
福
祉
給
付
金
…
平
成
28
年

１
月
１
日
時
点
で
中
山
町
に
住
民
登
録
し

て
お
り
、
平
成
28
年
度
分
の
町
県
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方　
②
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
受
給
者
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

…
①
の
う
ち
、
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害

基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
た
方
※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

●
支
給
額　
①
１
人
あ
た
り
３
０
０
０
円　

②
１
人
あ
た
り
３
万
円

●
受
付
会
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
郵
送

可
）　

●
申
請
締
切　
２
月
28
日
（
火
）

　
※
２
月
１
日
号
掲
載
の
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
と
は
異
な
り
ま
す
。
申

請
忘
れ
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給　
　

申
請
に
つ
い
て

　
　
　

〜
申
請
締
切
が
迫
っ
て
い
ま
す
〜

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
町
議
会
３
月
定
例
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
で
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
傍
聴
は
先
着
30
名
ま
で
と
し
ま
す
。

●
３
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

　
▼
３
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
…
一
般
質
問　

　
▼
３
月
２
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
…
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
提
案
、

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
７
０

｢家電リサイクル法対象品｣ 指定引取場所の変更について

　平成29年５月１日号から「なかやま 議会だよ
り」を約12年ぶりに発刊することとなりました。

　つきましては、読者目線からの意見を伺う「議
会広報モニター」を募集します。

●応募資格　町内在住の方
●募集人数　若干名
●任　　期　平成29年５月より１年間

●活動内容　 議会だよりは年間４回発行予定です。
モニターの方には議会だよりを読ん
でいただき、アンケートにお答えい
ただきます。

●応募締切　３月10日（金）午後５時まで
　　　　　
　　※お問い合わせ先
　　　　　議会事務局　☎６６２ - ４３７０

    議会広報モニターを
                  　　　募集します
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質
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等

は
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降
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山
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議
会
」
に
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す
の
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だ
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い
。

　
　
ま
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共
施
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店
舗
内

に
も
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　現在２か所となっている家電リサイクル法対象品（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗
濯機・衣類乾燥機）の指定引取場所のうち、（株）木下商会（山形市蔵王松ヶ丘）が、２月28
日をもって閉鎖されることとなりました。つきましては、３月１日以降、家電リサイクル法対
象品を自分で搬入する場合の指定引取場所は、以下の１か所となりますので、ご注意ください。
　　　日本通運（株）　山形市大字十文字字天神東７７７　☎０２３‐６８６‐４３８５
　　
　なお、搬入方法の詳細や、家電販売店等に収集運搬を依頼する場合の方法については、中山
町公式ホームページをご覧ください。

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２１１３
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「ねたきり老人等」「重度障がい者」介護者激励金の支給について

※申請・お問い合わせ先　健康福祉課介護支援Ｇ　☎６６２-２４５６

●支 給 額
●手 続 き

●申請締切

【ねたきり老人等（65歳以上）の介護者】

【重度障がい者（20歳以上65歳未満）の介護者】

次の全てに該当する方を介護している方
１．要介護４～５または障害支援区分５～６（注）と認定されてから６か月以上その状態が継続している方
２．寝たきりまたは認知症の方で一定の介助を要する方
（注）障害支援区分については、身体障害者手帳の等級とは異なり、認定調査や医師意見書に基づき障害支援区分
   　　判定審査会において認定された区分となります。

次の全てに該当する方を介護している方
１．要介護４～５または障害支援区分５～６（注）と認定されてから６か月以上その状態が継続している方
２．身体障害者手帳１～２級、療育手帳Ａランクまたは精神障害者保健福祉手帳１級を所持している方
３．次の１０項目のうち６項目以上が全介助の方
　・歩行　・移乗　・洗身　・食事摂取　・飲水　・排尿　・排便　・上衣着脱　・ズボン着脱　・移動

●対　　象

※ただし、生活保護の被保護世帯に属する方、今年度すでに激励金を受けられた方は対象になりません。

年額５万円
各地区の民生委員を通じて申請してください。
民生委員の連絡先や激励金の詳細についてはお問い合わせください。
２月24日（金）

　ねたきり老人等または重度障がい者を在宅で６か月以上継続して介護しているご家族に激励金
を支給します（過去１年間において、入院や短期入所等が３か月未満で、その期間を除いた在宅
での介護期間が６か月以上になる場合も該当します）。

雇用促進助成金の交付申請受付
　平成２８年度中山町雇用促進助成金の交付申請を受け付けます。
　中山町民の雇用創出と人材育成を支援するため、町では町民を新たに正規の従業員として雇用す
る事業所に助成金を交付します。

中山町内に住所を有する者（雇用された日から３０日以内に町内に住所を移した場合も対象と
します。）を正規の従業員として雇用した事業所を助成対象とします。その事業所が非正規で
雇用していた従業員を正規雇用した場合も対象としますが、他事業所からの転職（従前の事
業所と現在の事業所で、ともに正規の従業員として雇用され、かつ、その間失業状態を経る
ことがなかったもの）の場合は対象としません。
　なお、助成金の交付を受けようとする事業所は、次の各号のいずれにも該当することが必
要です。
⑴採用した従業員の就業場所が町内であること。ただし、本社が町内にある事業所であれば、
就業場所が町外であっても構いません。
⑵交付を申請する年度およびその前年度に、従業員を解雇および内定取消をしていないこと。
⑶採用した従業員が、事業主または取締役もしくは監査役の２親等以内の親族でないこと。
⑷労働保険および社会保険の法令を遵守していること。
⑸町税を滞納していないこと。
助成金の交付額は、従業員１人あたり200,000円、１事業所あたり従業員３人分までとし、
予算の範囲内で助成金を交付します。
助成金の交付は、申請者が平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの間に６か月以上雇
用した場合とします。
①交付申請兼実績報告
　雇用・就労開始からの６か月経過後に、町あてに交付申請書兼実績報告書等関係書類を提
出してください。
②交付決定兼交付額の確定
　町において申請内容を審査し、適合すると認めたときは、速やかにその決定内容を申請者
に通知します。
③助成金交付
　交付決定後に町あてに請求書を提出していただき、助成金をお支払いいたします。
①同一の採用した従業員を対象とする申請は１回を限度とします。
②平成２９年３月１５日以降に６か月以上雇用となる案件の場合は、事前に下記担当者にご連絡
ください。
①中山町公式ホームページからダウンロードしてください。
②中山町産業振興課（役場２階）で配付いたします。

助 成 対 象 者

助 成 金 額

交 付 要 件

申 請 手 続

注 意 事 項

様 式 等

※お問い合わせ先　産業振興課産業振興Ｇ　☎６６２ - ２１１４

下
水
道
管
路
補
修
工
事
中

工事箇所

犬・猫等ペットの飼い主の皆様へ
　犬や猫の放尿・フン害に関する苦情が繰り返し寄せられています

　犬を散歩させながら用便を済ませ、そのまま放置していく心無い飼い主が見受け
られます。また、「飼い犬・飼い猫が人の敷地や畑などにフンをして迷惑だ」といっ
た苦情も寄せられています。
　飼い主は責任を持ってペットの〝しつけ〟に心がけ、散歩中のフンは持ち帰る等、
地域環境の汚染防止・清潔保持に努めてください。
　公共の秩序と飼い主のマナーを守り、きれいな町づくりに努めましょう。

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２１１３

下水道管路補修工事を実施します
　前年度に調査した公共下水道管路の不良箇所について補修工事を行います。
　工事にあたり、片側交互通行止め（状況により一部車両通行止め）を行いますので、ご理解とご協
力をお願いします。
●工事箇所　下記のとおり
●工事期間　２月27日（月）～３月15日（水）　※天候等により工事期間が変更になる場合があります。

※お問い合わせ先　建設課下水道Ｇ　☎６６２ -２１１５
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「ねたきり老人等」「重度障がい者」介護者激励金の支給について

※申請・お問い合わせ先　健康福祉課介護支援Ｇ　☎６６２-２４５６

●支 給 額
●手 続 き

●申請締切

【ねたきり老人等（65歳以上）の介護者】

【重度障がい者（20歳以上65歳未満）の介護者】

次の全てに該当する方を介護している方
１．要介護４～５または障害支援区分５～６（注）と認定されてから６か月以上その状態が継続している方
２．寝たきりまたは認知症の方で一定の介助を要する方
（注）障害支援区分については、身体障害者手帳の等級とは異なり、認定調査や医師意見書に基づき障害支援区分
   　　判定審査会において認定された区分となります。

次の全てに該当する方を介護している方
１．要介護４～５または障害支援区分５～６（注）と認定されてから６か月以上その状態が継続している方
２．身体障害者手帳１～２級、療育手帳Ａランクまたは精神障害者保健福祉手帳１級を所持している方
３．次の１０項目のうち６項目以上が全介助の方
　・歩行　・移乗　・洗身　・食事摂取　・飲水　・排尿　・排便　・上衣着脱　・ズボン着脱　・移動

●対　　象

※ただし、生活保護の被保護世帯に属する方、今年度すでに激励金を受けられた方は対象になりません。

年額５万円
各地区の民生委員を通じて申請してください。
民生委員の連絡先や激励金の詳細についてはお問い合わせください。
２月24日（金）

　ねたきり老人等または重度障がい者を在宅で６か月以上継続して介護しているご家族に激励金
を支給します（過去１年間において、入院や短期入所等が３か月未満で、その期間を除いた在宅
での介護期間が６か月以上になる場合も該当します）。

雇用促進助成金の交付申請受付
　平成２８年度中山町雇用促進助成金の交付申請を受け付けます。
　中山町民の雇用創出と人材育成を支援するため、町では町民を新たに正規の従業員として雇用す
る事業所に助成金を交付します。

中山町内に住所を有する者（雇用された日から３０日以内に町内に住所を移した場合も対象と
します。）を正規の従業員として雇用した事業所を助成対象とします。その事業所が非正規で
雇用していた従業員を正規雇用した場合も対象としますが、他事業所からの転職（従前の事
業所と現在の事業所で、ともに正規の従業員として雇用され、かつ、その間失業状態を経る
ことがなかったもの）の場合は対象としません。
　なお、助成金の交付を受けようとする事業所は、次の各号のいずれにも該当することが必
要です。
⑴採用した従業員の就業場所が町内であること。ただし、本社が町内にある事業所であれば、
就業場所が町外であっても構いません。
⑵交付を申請する年度およびその前年度に、従業員を解雇および内定取消をしていないこと。
⑶採用した従業員が、事業主または取締役もしくは監査役の２親等以内の親族でないこと。
⑷労働保険および社会保険の法令を遵守していること。
⑸町税を滞納していないこと。
助成金の交付額は、従業員１人あたり200,000円、１事業所あたり従業員３人分までとし、
予算の範囲内で助成金を交付します。
助成金の交付は、申請者が平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの間に６か月以上雇
用した場合とします。
①交付申請兼実績報告
　雇用・就労開始からの６か月経過後に、町あてに交付申請書兼実績報告書等関係書類を提
出してください。
②交付決定兼交付額の確定
　町において申請内容を審査し、適合すると認めたときは、速やかにその決定内容を申請者
に通知します。
③助成金交付
　交付決定後に町あてに請求書を提出していただき、助成金をお支払いいたします。
①同一の採用した従業員を対象とする申請は１回を限度とします。
②平成２９年３月１５日以降に６か月以上雇用となる案件の場合は、事前に下記担当者にご連絡
ください。
①中山町公式ホームページからダウンロードしてください。
②中山町産業振興課（役場２階）で配付いたします。

助 成 対 象 者

助 成 金 額

交 付 要 件

申 請 手 続

注 意 事 項

様 式 等

※お問い合わせ先　産業振興課産業振興Ｇ　☎６６２ - ２１１４

下
水
道
管
路
補
修
工
事
中

工事箇所

犬・猫等ペットの飼い主の皆様へ
　犬や猫の放尿・フン害に関する苦情が繰り返し寄せられています

　犬を散歩させながら用便を済ませ、そのまま放置していく心無い飼い主が見受け
られます。また、「飼い犬・飼い猫が人の敷地や畑などにフンをして迷惑だ」といっ
た苦情も寄せられています。
　飼い主は責任を持ってペットの〝しつけ〟に心がけ、散歩中のフンは持ち帰る等、
地域環境の汚染防止・清潔保持に努めてください。
　公共の秩序と飼い主のマナーを守り、きれいな町づくりに努めましょう。

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２１１３

下水道管路補修工事を実施します
　前年度に調査した公共下水道管路の不良箇所について補修工事を行います。
　工事にあたり、片側交互通行止め（状況により一部車両通行止め）を行いますので、ご理解とご協
力をお願いします。
●工事箇所　下記のとおり
●工事期間　２月27日（月）～３月15日（水）　※天候等により工事期間が変更になる場合があります。

※お問い合わせ先　建設課下水道Ｇ　☎６６２ -２１１５
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柏倉九左衛門家ひなまつり2017

※お問い合わせ先　柏倉九左衛門家ひなまつり 2017実行委員会　☎050 - 5318 - 6135

出羽の国の大庄屋
●期　間　　３月３日（金）～ 26日（日）　※水曜日休館
●時　間　　午前10時～午後４時
●場　所　　柏倉九左衛門家（中山町大字岡８番地）
●入館料　　高校生以上…500円／小中学生…300円
【イベント】
◆３月３日（金）　甘酒振舞（中山町観光協会）
◆３月４日（土）・11日（土）　ライブ（ＧＧカルテットプラス１）
◆３月12日（日）　お香体験（お香を楽しむ会）
◆３月19日（日）　昔語りと日本舞踊／お香体験（お香を楽しむ会）
◆３月20日（月）　山形雅楽演奏
◆３月26日（日）　もちつき振舞い／朗読会「中山町のある朝の様子～明治21年４月２日～」
【同時開催】大滝博子人形展

３月12日より改正道路交通法が施行されます

※お問い合わせ先　山形警察署　☎６２７ - ０１１０

高齢運転者対策の推進
◆臨時認知機能検査・臨時高齢者講習を新設　◆臨時適性検査制度の見直し
◆高齢者講習の合理化・高度化
18歳から取得可能な免許「準中型免許」を新設
　準中型免許（車両総重量7.5トン未満）は、18歳から普通免許なしでも取得できます。また、
初めて準中型免許を取得した方は、準中型自動車を運転するときには１年間初心者マークを付
けなければなりません。
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参
加
費　
無
料

●
そ
の
他　
講
習
会
修
了
後
は
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
加
入
い
た
だ
き
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
２
年
以
上
の
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
２
月
15
日
（
水
）
〜
３
月
１

日
（
水
）
の
期
間
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
業
務
内
容　
子
育
て
家
庭
に
お
け
る
育
児

や
家
事
の
手
助
け
と
健
康
相
談
等

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
か
ら
２
年
間

の
期
間
で
、
必
要
時
に
働
い
て
い
た
だ
け

る
方
（
不
定
期
）

●
応
募
要
件　
子
育
て
の
経
験
が
あ
る
方

（
資
格
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
）
や
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
保
育
士
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
調
理
師
等
の
資
格
を

有
す
る
65
歳
ま
で
の
方

●
応
募
方
法　
３
月
３
日（
金
）ま
で
に
電
話

ま
た
は
来
所
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ☎

６
６
２
‐
５
４
８
４

●
業
務
内
容　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
へ
の
支
援

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
勤
務
場
所　
町
内
の
小
中
学
校
（
勤
務
校

は
採
用
後
決
定
）

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間（
休
日
は
学
校
休
業
日
と
同
じ
）

　
▼
長
崎
小
学
校
…
午
前
８
時
20
分
〜
午
後

４
時
５
分　
▼
豊
田
小
学
校
…
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
15
分　
▼
中
山
中
学
校

…
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
４
時

●
賃
金　
時
給
８
３
９
円
（
参
考
：
平
成
28

年
度
金
額
）

●
応
募
要
件　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
　
▼
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
教
員
免
許
状
保

持
者　
▼
教
育
現
場
経
験
者　
▼
特
別
支

援
教
育
に
理
解
の
あ
る
方

●
応
募
方
法　
２
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
、
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
こ

の
日
に
必
着
）。

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

給
食
配
膳
パ
ー
ト
職
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ☎

６
６
２
‐
５
４
８
４

●
業
務
内
容　
学
校
給
食
配
膳
業
務

●
募
集
人
数　
３
名

●
勤
務
場
所　
町
内
の
小
中
学
校
（
勤
務
校

は
採
用
後
決
定
）

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間
（
勤
務
日
は
給
食
実
施
日
）

　
▼
長
崎
小
学
校
…
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

15
分　
▼
豊
田
小
学
校
…
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
15
分　
▼
中
山
中
学
校
…
午
前
10

時
45
分
〜
午
後
３
時

●
賃
金　
時
給
８
１
３
円
（
参
考
：
平
成
28

年
度
金
額
）

●
応
募
要
件　
中
山
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
●
応
募
方
法　
２
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
、
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
こ

の
日
に
必
着
）。

養
育
支
援
訪
問
員
を　
　

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

図
書
館
講
座
の
ご
案
内

　
「
野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
と
裏
ワ
ザ
」

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
６
６
８
８

●
日
時　
３
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

●
場
所　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

●
講
師　
一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協

会
東
北
支
部　
水
野
隆
史
氏

●
対
象　
家
庭
菜
園
に
関
心
の
あ
る
方

●
参
加
料　
無
料

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

古
文
書
解
読
・
郷
土
史
講
座

開
催
の
ご
案
内

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

 　
　
　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

６
６
２
‐
５
４
４
０

●
日
時　
３
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
場
所　
中
央
公
民
館
研
修
室

●
対
象　
町
内
在
住
の
方
・
在
勤
の
方

●
定
員　
30
名

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
方
法　
申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
地
区
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

３
月
８
日
（
水
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
中
央
公
民
館
に
準
備

し
て
い
ま
す
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込

み
も
可
）。

●
内
容　
柏
倉
文
蔵
家
文
書
（
長
崎
村
天
保

凶
作
関
係
資
料
）

●
講
師　
横
山
昭
男
氏
（
山
形
大
学
名
誉
教

授
）

●
持
ち
物　
筆
記
用
具

　
県
管
理
の
河
川
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

河
川
愛
護
活
動
団
体
・
支
援

企
業
相
互
交
流
会
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
建
設
整
備
Ｇ☎

６
６
２
‐
２
１
１
６

「なかやま未来カフェ」展のご案内
　まちの未来をみんなで考えるワークショッ
プ「なかやま未来カフェ」の第１回、第２回
でまとめた町のいいところ、課題、提案の
シートを展示します。
　どんな提案が生まれたのか、ぜひご覧くだ
さい！

●期間　２月28日（火）～３月20日（月）
●場所　ほんわ館　ギャラリー
　　※お問い合わせ先
　　　政策推進課政策企画Ｇ
 　☎６６２‐４２７１

活
動
に
対
し
、
支
援
の
制
度
や
そ
の
取
り
組

み
を
事
例
を
も
と
に
紹
介
し
、
ま
た
河
川
管

理
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
な
が
ら
、
河
川
愛
護
活
動
が
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
情
報
交
換
を

行
い
ま
す
。

● 

日
時　
２
月
22
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４

時
●
場
所　
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域
振
興

局
講
堂

●
対
象　
河
川
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
そ
の
支

援
制
度
に
興
味
の
あ
る
個
人
、団
体
、企
業

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
で
村
山
総
合
支
庁
建
設

　
部
河
川
砂
防
課（
☎
６
２
１
‐
８
２
３
２
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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柏倉九左衛門家ひなまつり2017

※お問い合わせ先　柏倉九左衛門家ひなまつり 2017実行委員会　☎050 - 5318 - 6135

出羽の国の大庄屋
●期　間　　３月３日（金）～ 26日（日）　※水曜日休館
●時　間　　午前10時～午後４時
●場　所　　柏倉九左衛門家（中山町大字岡８番地）
●入館料　　高校生以上…500円／小中学生…300円
【イベント】
◆３月３日（金）　甘酒振舞（中山町観光協会）
◆３月４日（土）・11日（土）　ライブ（ＧＧカルテットプラス１）
◆３月12日（日）　お香体験（お香を楽しむ会）
◆３月19日（日）　昔語りと日本舞踊／お香体験（お香を楽しむ会）
◆３月20日（月）　山形雅楽演奏
◆３月26日（日）　もちつき振舞い／朗読会「中山町のある朝の様子～明治21年４月２日～」
【同時開催】大滝博子人形展

３月12日より改正道路交通法が施行されます

※お問い合わせ先　山形警察署　☎６２７ - ０１１０

高齢運転者対策の推進
◆臨時認知機能検査・臨時高齢者講習を新設　◆臨時適性検査制度の見直し
◆高齢者講習の合理化・高度化
18歳から取得可能な免許「準中型免許」を新設
　準中型免許（車両総重量7.5トン未満）は、18歳から普通免許なしでも取得できます。また、
初めて準中型免許を取得した方は、準中型自動車を運転するときには１年間初心者マークを付
けなければなりません。

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講

習
会
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
食
改
事
務
局（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
望
ま
し
い
食
生
活

を
学
び
、
地
域
に
広
め
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進
員
を
養
成

す
る
講
習
会
で
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

地
域
に
お
い
て
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
芋
棒

煮
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
員
の
推

薦
を
各
地
区
区
長
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
平
成
29
年
度
よ
り
地
区
か
ら
の

推
薦
に
加
え
て
、
公
募
も
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
以
前
と
は
内
容
や
活
動
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
過
去
に
養
成
講
習
会
を
受
講
し
た

方
も
大
歓
迎
で
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
対
象　
町
内
在
住
の
方
（
年
齢
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
）

●
期
間　
平
成
29
年
５
月
〜
平
成
30
年
１
月

頃
に
か
け
て
計
5
回
開
催

●
内
容　
講
話
や
調
理
実
習
、
運
動
の
実
技

な
ど

●
参
加
費　
無
料

●
そ
の
他　
講
習
会
修
了
後
は
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
加
入
い
た
だ
き
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
２
年
以
上
の
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
２
月
15
日
（
水
）
〜
３
月
１

日
（
水
）
の
期
間
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
業
務
内
容　
子
育
て
家
庭
に
お
け
る
育
児

や
家
事
の
手
助
け
と
健
康
相
談
等

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
か
ら
２
年
間

の
期
間
で
、
必
要
時
に
働
い
て
い
た
だ
け

る
方
（
不
定
期
）

●
応
募
要
件　
子
育
て
の
経
験
が
あ
る
方

（
資
格
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
）
や
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
保
育
士
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
調
理
師
等
の
資
格
を

有
す
る
65
歳
ま
で
の
方

●
応
募
方
法　
３
月
３
日（
金
）ま
で
に
電
話

ま
た
は
来
所
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ☎

６
６
２
‐
５
４
８
４

●
業
務
内
容　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
へ
の
支
援

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
勤
務
場
所　
町
内
の
小
中
学
校
（
勤
務
校

は
採
用
後
決
定
）

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間（
休
日
は
学
校
休
業
日
と
同
じ
）

　
▼
長
崎
小
学
校
…
午
前
８
時
20
分
〜
午
後

４
時
５
分　
▼
豊
田
小
学
校
…
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
15
分　
▼
中
山
中
学
校

…
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
４
時

●
賃
金　
時
給
８
３
９
円
（
参
考
：
平
成
28

年
度
金
額
）

●
応
募
要
件　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
　
▼
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
教
員
免
許
状
保

持
者　
▼
教
育
現
場
経
験
者　
▼
特
別
支

援
教
育
に
理
解
の
あ
る
方

●
応
募
方
法　
２
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
、
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
こ

の
日
に
必
着
）。

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

給
食
配
膳
パ
ー
ト
職
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ☎

６
６
２
‐
５
４
８
４

●
業
務
内
容　
学
校
給
食
配
膳
業
務

●
募
集
人
数　
３
名

●
勤
務
場
所　
町
内
の
小
中
学
校
（
勤
務
校

は
採
用
後
決
定
）

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間
（
勤
務
日
は
給
食
実
施
日
）

　
▼
長
崎
小
学
校
…
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

15
分　
▼
豊
田
小
学
校
…
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
15
分　
▼
中
山
中
学
校
…
午
前
10

時
45
分
〜
午
後
３
時

●
賃
金　
時
給
８
１
３
円
（
参
考
：
平
成
28

年
度
金
額
）

●
応
募
要
件　
中
山
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
●
応
募
方
法　
２
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
、
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
こ

の
日
に
必
着
）。

養
育
支
援
訪
問
員
を　
　

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

図
書
館
講
座
の
ご
案
内

　
「
野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
と
裏
ワ
ザ
」

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
６
６
８
８

●
日
時　
３
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

●
場
所　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

●
講
師　
一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協

会
東
北
支
部　
水
野
隆
史
氏

●
対
象　
家
庭
菜
園
に
関
心
の
あ
る
方

●
参
加
料　
無
料

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

古
文
書
解
読
・
郷
土
史
講
座

開
催
の
ご
案
内

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

 　
　
　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

６
６
２
‐
５
４
４
０

●
日
時　
３
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
場
所　
中
央
公
民
館
研
修
室

●
対
象　
町
内
在
住
の
方
・
在
勤
の
方

●
定
員　
30
名

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
方
法　
申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
地
区
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

３
月
８
日
（
水
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
中
央
公
民
館
に
準
備

し
て
い
ま
す
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込

み
も
可
）。

●
内
容　
柏
倉
文
蔵
家
文
書
（
長
崎
村
天
保

凶
作
関
係
資
料
）

●
講
師　
横
山
昭
男
氏
（
山
形
大
学
名
誉
教

授
）

●
持
ち
物　
筆
記
用
具

　
県
管
理
の
河
川
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

河
川
愛
護
活
動
団
体
・
支
援

企
業
相
互
交
流
会
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
建
設
整
備
Ｇ☎

６
６
２
‐
２
１
１
６

「なかやま未来カフェ」展のご案内
　まちの未来をみんなで考えるワークショッ
プ「なかやま未来カフェ」の第１回、第２回
でまとめた町のいいところ、課題、提案の
シートを展示します。
　どんな提案が生まれたのか、ぜひご覧くだ
さい！

●期間　２月28日（火）～３月20日（月）
●場所　ほんわ館　ギャラリー
　　※お問い合わせ先
　　　政策推進課政策企画Ｇ
 　☎６６２‐４２７１

活
動
に
対
し
、
支
援
の
制
度
や
そ
の
取
り
組

み
を
事
例
を
も
と
に
紹
介
し
、
ま
た
河
川
管

理
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
な
が
ら
、
河
川
愛
護
活
動
が
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
情
報
交
換
を

行
い
ま
す
。

● 

日
時　
２
月
22
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４

時
●
場
所　
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域
振
興

局
講
堂

●
対
象　
河
川
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
そ
の
支

援
制
度
に
興
味
の
あ
る
個
人
、団
体
、企
業

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
で
村
山
総
合
支
庁
建
設

　
部
河
川
砂
防
課（
☎
６
２
１
‐
８
２
３
２
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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　・車間距離は夏場の２倍とりま
しょう

　・カーブ、交差点は十分減速し
ましょう

　・橋やトンネルなどは特に凍結
に注意しましょう

強引な勧誘で契約してしまったときは
クーリングオフを活用しましょう！
●対象となる取引
訪問販売、訪問購入、電話勧誘販売、マルチ商法など
　（通信販売、自分から店に出向いたり業者を自宅に呼ん
　で買ったもの、現金一括払いで3,000円未満の商品を受
　け取ったものなどは対象外）
●クーリングオフの期間
契約書面を受け取った日から８日間（マルチ商法は20日間）
＜クーリングオフの方法＞
　・契約を解除する旨をはがきなどの書面で通知しましょう
　・クレジット利用の場合は、必ずクレジット会社と販売会
　社にも出しましょう。
　・書面は両面コピーをとって簡易書留か特定記録郵便で出
　しましょう。
　※ご相談・お問い合わせ先
　　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎６６２ - ２５９３

消費生活の窓口から スリップ事故が
　　　　多発しています

車間距離は十分に

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

●
日
時　
２
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

〜
３
時
30
分

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど
、
弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。

◆
先
着
５
組
。
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
臨
時
職
員
（
一
般
事
務
）
を
募
集
し
ま
す
】

● 

業
務
内
容　
一
般
事
務
（
ま
れ
に
土
曜
日

の
保
育
補
助
等
業
務
あ
り
）

●
勤
務
場
所　
社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

●
募
集
人
数　
１
名

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間　
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
う
ち
休
憩
1
時
間
）

●
給
与
等　
日
額
６
２
０
０
円
（
２
㎞
以
上

で
通
勤
割
増
あ
り
）

●
応
募
要
件　
①
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

●日時　２月22日（水）午後１時30分～３時
●会場　中央公民館
●講師　県立うきたむ風土記の丘考古資料館
　　　　館長　渋谷孝雄　氏
●演題　「大むかしの中山町」
　　　　　～滝遺跡の黒曜石製石器を中心に～
●主催　中山町郷土研究会
　※お問い合わせ先
　　　中山町郷土研究会（横尾） 　☎６６２‐２２３３

【
多
機
能
型
事
業
所
「
な
か
や
ま
虹
の
丘
」

 

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
】

　
①
社
会
福
祉
法
人
愛
泉
会
（
☎
６
６
４
‐

２
１
１
７
）　
②
勤
務
：
平
成
29
年
４
月

１
日
か
ら　
③
な
か
や
ま
虹
の
丘
（
中
山

町
大
字
岡
２
３
０
‐
１
）　
④
募
集
職
種

…
看
護
師
、
支
援
員　
⑤
若
干
名
（
正
規

職
員
・
契
約
職
員
・
パ
ー
ト
職
員
）　
⑧

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
結
婚
な
ん
で
も
相
談
会
の
ご
案
内
】

　
①
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」（
太
田
）

（
☎
０
９
０
‐
７
０
６
０
‐
８
９
８
８
）　

②
３
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時　
③
文
翔
館
会
議
室　
④
独
身
男

女
の
仲
人
に
よ
る
結
婚
支
援
お
よ
び
本
人

や
家
族
等
の
結
婚
に
関
す
る
悩
み
事
の
相

談　
⑧
相
談
員
…
山
形
市
、
山
辺
町
、
中

山
町
在
住
の
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

の
メ
ン
バ
ー

　
※
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
は
、
結
婚

を
望
む
方
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲

人
組
織
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

る
方
、
②
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
等
）
が
で
き
る
方

●
応
募
方
法　
２
月
24
日（
金
）正
午
ま
で
に
、

写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
期
限
ま
で

に
必
着
）。
※
応
募
者
10
名
で
締
切
り
ま

す
。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
面

接
日
は
２
月
27
日
（
月
））

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
臨
時
職
員（
保
育
業
務
等
）を
募
集
し
ま
す
】

●
業
務
内
容　
保
育
業
務
・
育
児
相
談
等

● 
勤
務
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
な

か
や
ま
保
育
園
内
）

●
募
集
人
数　
１
名

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
う
ち
休
憩
1
時
間
）
※
月
１
回
、
土
曜

日
ま
た
は
日
曜
日
に
勤
務

●
給
与
等　
日
額
６
０
０
０
円
（
２
㎞
以
上

で
通
勤
割
増
あ
り
）

●
応
募
要
件　
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
保

健
師
、
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方

●
応
募
方
法　
２
月
22
日
（
水
）
正
午
ま
で

に
、
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
期
限

ま
で
に
必
着
）。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
面

接
日
は
２
月
23
日
（
木
））

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

 

統
一
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内
】

　
①
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６
）　
②

３
月
１
日
（
水
）
〜
７
日
（
火
）　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　
⑧
こ
の
期
間
以
外
は
、

次
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

▼
「
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎

６
３
１
‐
７
０
６
０
）　
受
付
：
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）　
▼
心
の
健
康

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
（
山
形
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）

地域史に関する公開講演会を開催します地域史に関する公開講演会を開催します

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

乳 児 健 診

２/22（水）
11か月児
13：00集合
３か月児
13：10集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成28年３月・11月生まれの子どもと前回欠席
の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、交

換用おむつ、（11か月児は歯ブラシも）

母 子 手 帳 交 付 ２/28（火）
９：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この日
時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合はご
連絡ください）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が確

認できるもの（個人番号カード、通
知カード等）と本人確認できるもの
（個人番号カード、運転免許証等）

定 期 健 康 相 談 ２/28（火）
10：30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行い
ます。

育 児 相 談 会
（ 予 約 制 ）

２/28（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師または管理栄養士が
相談に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

も ぐ も ぐ
ごっくん教室

３/２（木）
９：30集合

保健福祉
センター
２階和室

平成28年７月～９月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と調

理実習
◆出欠について、２月22日（水）まで健康福祉
課健康づくりＧへご連絡ください。

こ こ ろ の 相 談
（ 予 約 制 ）

３/９（木）
13：30～

保健福祉
センター
２階会議室

こころの相談について、本人またはその家族の
相談を行います。
◆希望する方は、３月２日（木）まで健康福祉
課健康づくりＧに申し込んでください。

麻しん風しん２期・二種混合（ジフテリア・破傷風）
予防接種はお済みですか？

接種できるのは３月31日までです。
まだ接種していない方はお早めに申し込んだ医療機関で接種を受けてください。
●対象　麻しん風しん２期　平成22年４月２日～23年４月１日生まれ（年長児）
　　　　二種混合　　　　　平成16年４月２日～17年４月１日生まれ（小学６年生）
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　・車間距離は夏場の２倍とりま
しょう

　・カーブ、交差点は十分減速し
ましょう

　・橋やトンネルなどは特に凍結
に注意しましょう

強引な勧誘で契約してしまったときは
クーリングオフを活用しましょう！
●対象となる取引
訪問販売、訪問購入、電話勧誘販売、マルチ商法など
　（通信販売、自分から店に出向いたり業者を自宅に呼ん
　で買ったもの、現金一括払いで3,000円未満の商品を受
　け取ったものなどは対象外）
●クーリングオフの期間
契約書面を受け取った日から８日間（マルチ商法は20日間）
＜クーリングオフの方法＞
　・契約を解除する旨をはがきなどの書面で通知しましょう
　・クレジット利用の場合は、必ずクレジット会社と販売会
　社にも出しましょう。
　・書面は両面コピーをとって簡易書留か特定記録郵便で出
　しましょう。
　※ご相談・お問い合わせ先
　　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎６６２ - ２５９３

消費生活の窓口から スリップ事故が
　　　　多発しています

車間距離は十分に

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

●
日
時　
２
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

〜
３
時
30
分

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど
、
弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。

◆
先
着
５
組
。
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
臨
時
職
員
（
一
般
事
務
）
を
募
集
し
ま
す
】

● 

業
務
内
容　
一
般
事
務
（
ま
れ
に
土
曜
日

の
保
育
補
助
等
業
務
あ
り
）

●
勤
務
場
所　
社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

●
募
集
人
数　
１
名

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間　
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
う
ち
休
憩
1
時
間
）

●
給
与
等　
日
額
６
２
０
０
円
（
２
㎞
以
上

で
通
勤
割
増
あ
り
）

●
応
募
要
件　
①
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

●日時　２月22日（水）午後１時30分～３時
●会場　中央公民館
●講師　県立うきたむ風土記の丘考古資料館
　　　　館長　渋谷孝雄　氏
●演題　「大むかしの中山町」
　　　　　～滝遺跡の黒曜石製石器を中心に～
●主催　中山町郷土研究会
　※お問い合わせ先
　　　中山町郷土研究会（横尾） 　☎６６２‐２２３３

【
多
機
能
型
事
業
所
「
な
か
や
ま
虹
の
丘
」

 

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
】

　
①
社
会
福
祉
法
人
愛
泉
会
（
☎
６
６
４
‐

２
１
１
７
）　
②
勤
務
：
平
成
29
年
４
月

１
日
か
ら　
③
な
か
や
ま
虹
の
丘
（
中
山

町
大
字
岡
２
３
０
‐
１
）　
④
募
集
職
種

…
看
護
師
、
支
援
員　
⑤
若
干
名
（
正
規

職
員
・
契
約
職
員
・
パ
ー
ト
職
員
）　
⑧

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
結
婚
な
ん
で
も
相
談
会
の
ご
案
内
】

　
①
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」（
太
田
）

（
☎
０
９
０
‐
７
０
６
０
‐
８
９
８
８
）　

②
３
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時　
③
文
翔
館
会
議
室　
④
独
身
男

女
の
仲
人
に
よ
る
結
婚
支
援
お
よ
び
本
人

や
家
族
等
の
結
婚
に
関
す
る
悩
み
事
の
相

談　
⑧
相
談
員
…
山
形
市
、
山
辺
町
、
中

山
町
在
住
の
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

の
メ
ン
バ
ー

　
※
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
は
、
結
婚

を
望
む
方
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲

人
組
織
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

る
方
、
②
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
等
）
が
で
き
る
方

●
応
募
方
法　
２
月
24
日（
金
）正
午
ま
で
に
、

写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
期
限
ま
で

に
必
着
）。
※
応
募
者
10
名
で
締
切
り
ま

す
。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
面

接
日
は
２
月
27
日
（
月
））

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
臨
時
職
員（
保
育
業
務
等
）を
募
集
し
ま
す
】

●
業
務
内
容　
保
育
業
務
・
育
児
相
談
等

● 

勤
務
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
な

か
や
ま
保
育
園
内
）

●
募
集
人
数　
１
名

●
雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
う
ち
休
憩
1
時
間
）
※
月
１
回
、
土
曜

日
ま
た
は
日
曜
日
に
勤
務

●
給
与
等　
日
額
６
０
０
０
円
（
２
㎞
以
上

で
通
勤
割
増
あ
り
）

●
応
募
要
件　
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
保

健
師
、
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方

●
応
募
方
法　
２
月
22
日
（
水
）
正
午
ま
で

に
、
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
期
限

ま
で
に
必
着
）。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
面

接
日
は
２
月
23
日
（
木
））

●
そ
の
他　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

 

統
一
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内
】

　
①
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６
）　
②

３
月
１
日
（
水
）
〜
７
日
（
火
）　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　
⑧
こ
の
期
間
以
外
は
、

次
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

▼
「
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎

６
３
１
‐
７
０
６
０
）　
受
付
：
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）　
▼
心
の
健
康

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
（
山
形
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）

地域史に関する公開講演会を開催します地域史に関する公開講演会を開催します

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

乳 児 健 診

２/22（水）
11か月児
13：00集合
３か月児
13：10集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成28年３月・11月生まれの子どもと前回欠席
の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、交

換用おむつ、（11か月児は歯ブラシも）

母 子 手 帳 交 付 ２/28（火）
９：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この日
時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合はご
連絡ください）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が確

認できるもの（個人番号カード、通
知カード等）と本人確認できるもの
（個人番号カード、運転免許証等）

定 期 健 康 相 談 ２/28（火）
10：30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行い
ます。

育 児 相 談 会
（ 予 約 制 ）

２/28（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師または管理栄養士が
相談に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

も ぐ も ぐ
ごっくん教室

３/２（木）
９：30集合

保健福祉
センター
２階和室

平成28年７月～９月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と調

理実習
◆出欠について、２月22日（水）まで健康福祉
課健康づくりＧへご連絡ください。

こ こ ろ の 相 談
（ 予 約 制 ）

３/９（木）
13：30～

保健福祉
センター
２階会議室

こころの相談について、本人またはその家族の
相談を行います。
◆希望する方は、３月２日（木）まで健康福祉
課健康づくりＧに申し込んでください。

麻しん風しん２期・二種混合（ジフテリア・破傷風）
予防接種はお済みですか？

接種できるのは３月31日までです。
まだ接種していない方はお早めに申し込んだ医療機関で接種を受けてください。
●対象　麻しん風しん２期　平成22年４月２日～23年４月１日生まれ（年長児）
　　　　二種混合　　　　　平成16年４月２日～17年４月１日生まれ（小学６年生）
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NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。この
コーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。 アイ

ラブ

Vol.7
Ｉ

中央公民館で１セット1,000円でお求めいただけます

　

２
月
５
日
、
雪
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
札
を
取
り

合
う
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
鈴
木
政
明
会
長
）

主
催
の
「
な
か
や
ま
雪
中
カ
ル
タ
大
会
」
が
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
30
回
目
の
開
催
と
な
る
こ
の
大
会
は
、

町
内
に
あ
る
史
跡
や
文
化
財
、
伝
統
行
事
に
ち
な

ん
だ
カ
ル
タ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ

と
中
山
町
を
よ
く
理
解
し
、
愛
す
る
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
小
学
生
と
保
護
者
合
わ
せ
て
約
６
４
０
名
が
参

加
し
、
分
団
対
抗
で
と
っ
た
札
の
数
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ル
タ
は
、
昭
和
59
年
度
に
読
み
札
を
、

60
年
度
に
取
り
札
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
公
募
し
て

作
ら
れ
た
も
の
で
、
す
べ
て
が
町
民
の
皆
さ
ん
の

手
に
よ
る
も
の
で
す
。
昭
和
63
年
の
第
１
回
大
会

か
ら
30
年
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
色
あ
せ
ず
、
今

で
も
中
山
の
子
ど
も
た
ち
の
冬
の
風
物
詩
で
す
。

子どもたちを見守り
今年で30年

なかやまカルタ

【大会結果】

Ａブロック
１　位 岡分団
２　位 １分団（達磨寺、向新田）、柳沢分団
敢闘賞 小塩分団　あおば分団

Ｂブロック
１　位 金沢分団
２　位 桜町・いずみ分団
３　位 ２分団（新田町、新町、上町、元町）
敢闘賞 ５・６分団（三軒屋、落合、文新田）

Ｃブロック
１　位 ３分団（旭町、川端、下川、柳町、中町、中原、広瀬）
２　位 土橋分団
３　位 梅ヶ枝町分団
敢闘賞 ４分団（北小路、西小路、西町、南小路）

☆次のようなオリジナルカルタで、地元への
　理解を深めました。第30回特別レース　優勝　金沢分団

（各ブロックの優勝チームでレースを行いました）
に 日本一　米の出来高　おらが町

も 最上川　楽しいハヤ祭りと鮎まつり

の のびよう　のばそう　心と体

　

今
年
の
大
会
で
も
、
札
が
読
み

上
げ
ら
れ
る
と
、
目
的
の
絵
札
を

目
指
し
て
元
気
に
走
り
出
す
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。「
雪
の
上
は
転

ん
で
も
痛
く
な
い
か
ら
平
気
。
思

い
っ
き
り
走
れ
る
か
ら
楽
し
い
」

と
子
ど
も
た
ち
は
雪
の
上
を
元
気

に
駆
け
回
り
、
会
場
に
は
に
ぎ
や

か
な
歓
声
と
保
護
者
の
声
援
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
中
山
を
愛
す
る

気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
の
思

い
を
込
め
た
な
か
や
ま
カ
ル
タ
。

今
年
も
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

特集：中山町の子育て支援　P2~7
お知らせ版　　　　　　　　P12~19

今月の主な内容

2017
平
成
29
年

№749
2

　１月20日、中山中学校で「中学生と乳幼児のふれあい学習」が
行われ、３年生の生徒が手作りのおもちゃなどで赤ちゃんとふれ
あいました。
　これは家庭科学習の一環として行われたもので、赤ちゃんを抱っ
こした末野直樹さん（いずみ）と丹野敦行さん（下川）は、「あ
やして笑顔になってもらえたとき、とても嬉しい気持ちになりま
した。実際に抱っこしてみたら、赤ちゃんは思っていたより重た
かったし、温かさや柔らかさが伝わってきて、こんなに小さくて
も生きているんだと感動しました」と話していました。
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